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市第 130 号議案 

   横浜市心身障害者扶養共済制度条例の一部改正 

横浜市心身障害者扶養共済制度条例の一部を改正する条例を次の

ように定める。 

令和７年２月７日提出 

横浜市長 山 中 竹 春  

横浜市条例（番号） 

   横浜市心身障害者扶養共済制度条例の一部を改正する条 

   例 

横浜市心身障害者扶養共済制度条例（昭和45年４月横浜市条例第

30号）の一部を次のように改正する。 

第５条の３の次に次の１条を加える。 

（加入等の申込みの撤回等） 

第５条の４ 市長は、次に掲げるときは、第５条第１項の規定によ

る加入の申込み又は前条第１項の規定による口数追加の申込み（

第１号において「加入等の申込み」という。）がなかったものと

することができる。 

(1) 加入等の申込みに係る承諾を得た日の属する月の末日までに

、加入の申込みをした者から加入の申込みの撤回があったとき

又は口数追加の申込みをした者から口数追加の申込みの撤回が

あったとき。 

(2) 前号の期日までに、加入の申込みをした者が初回の掛金を納

付せず、又は口数追加の申込みをした者が初回の加算掛金を納

付しないとき。 

第６条第１項中「は、」の次に「第５条第１項の規定による加入
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の」を加え、「の翌月」を削り、同項ただし書及び同条第２項を削

り、同条第３項中「第１項」を「前項」に、「他の」を「、他の」

に改め、同項を同条第２項とし、同条第４項中「前条第２項」を「

第５条の３第１項」に改め、「の翌月」を削り、同項ただし書を削

り、同項を同条第３項とし、同条第５項中「第３項後段」を「第２

項後段」に改め、同項を同条第４項とする。 

第７条中「前条第４項」を「前条第３項」に、「第８条」を「次

条第１項」に改める。 

第８条第１項中「第６条第１項の規定により第１回」を「初回の

」に改め、「の属する月の翌月の初日、又は同条第２項の規定によ

り第１回掛金を納付した日の属する月の初日」を削り、「方法によ

り」を「ところにより、」に改め、同条に次の１項を加える。 

３ 前２項の規定にかかわらず、加入者が第６条第１項及び第３項

の規定により納付すべき掛金を納付しないときは、市長は、前２

項に規定する年金の額から当該納付すべき掛金の額の全部又は一

部を差し引いた額を年金の額とすることができる。 

 第９条第１項中「前条」を「前条第１項及び第２項本文」に改め

る。 

第10条第２号中「懲役または、禁固の刑」を「拘禁刑」に、「刑

の」を「その」に改める。 

第13条第３項中「第６条第３項後段」を「第６条第２項後段」に

改める。 

第13条の２第２項中「加入者が」を削り、同条第４項中「加入者

又は口数追加加入者が」を削り、同条第５項中「第６条第３項後段

」を「第６条第２項後段」に改める。 
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第18条を次のように改める。 

（加入者の年齢） 

第18条  加入者の年齢については、年度（毎年４月１日から翌年３

月31日までをいう。）の初日における年齢を当該年度中の年齢と

して取り扱う。 

 別表第２中「（第６条第１項及び第４項）」を「（第６条第１項

及び第３項）」に改める。 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。ただし、第10条第２号の改

正規定は、令和７年６月１日から施行する。 

 

提 案 理 由 

 心身障害者扶養共済制度への加入等の申込みの撤回等に関する規

定を設けるとともに、刑法の一部改正に伴い関係規定の整備を図る

等のため、横浜市心身障害者扶養共済制度条例の一部を改正したい

ので提案する。 
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 参  考 

   横 浜 市 心 身 障 害 者 扶 養 共 済 制 度 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案 
                   （下 段  現  行） 

（ 加 入 等 の 申 込 み の 撤 回 等 ） 
 

第 ５ 条 の ４  市 長 は 、 次 に 掲 げ る と き は 、 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ 
 

る 加 入 の 申 込 み 又 は 前 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 口 数 追 加 の 申 込 み （ 
 

第 １ 号 に お い て 「 加 入 等 の 申 込 み 」 と い う 。） が な か っ た も の と 
 

す る こ と が で き る 。 
 

(1)  加 入 等 の 申 込 み に 係 る 承 諾 を 得 た 日 の 属 す る 月 の 末 日 ま で に 
 

、 加 入 の 申 込 み を し た 者 か ら 加 入 の 申 込 み の 撤 回 が あ っ た と き 
 

又 は 口 数 追 加 の 申 込 み を し た 者 か ら 口 数 追 加 の 申 込 み の 撤 回 が 
 

あ っ た と き 。 
 

(2)  前 号 の 期 日 ま で に 、 加 入 の 申 込 み を し た 者 が 初 回 の 掛 金 を 納 
 

付 せ ず 、 又 は 口 数 追 加 の 申 込 み を し た 者 が 初 回 の 加 算 掛 金 を 納 
 

付 し な い と き 。 
 

（ 掛 金 の 納 付 ） 

第 ６ 条  加 入 者 （ 第 16 条 第 １ 項 第 ２ 号 た だ し 書 に 該 当 す る 者 を 除 く 

     第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 加 入 の            
。） は 、                承 諾 を 得 た 日 の 属 す る 
 

     
月    か ら 脱 退 し た 日 の 属 す る 月 ま で 、 加 入 時 の 年 齢 に 応 じ 、 
 の 翌 月 

別 表 第 ２ に 規 定 す る 当 該 月 分 の 掛 金 を 毎 月 末 日 ま で に 本 市 に 納 付 

                              
し な け れ ば な ら な い 。 
          た だ し 、 第 １ 回 掛 金 に つ い て は 加 入 の 承 諾 

                              
を 得 た 日 の 属 す る 月 の 末 日 ま で に 翌 月 分 を 納 付 し な け れ ば な ら な 

   
い 。 

                               
２  前 項 た だ し 書 の 規 定 に か か わ ら ず 、 第 ５ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 

                               
加 入 者 の 第 １ 回 掛 金 は 、 承 諾 を 得 た 日 の 属 す る 月 の 末 日 ま で に 納 
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付 す る も の と す る 。 

２  前 項   
     の 規 定 に か か わ ら ず 、 65 歳 に 達 し た 日 以 後 最 初 に 到 来 す 
３  第 １ 項 

 る こ の 制 度 の 加 入 の 承 諾 を 受 け た 日 の 年 単 位 の 応 当 日 に 達 し て い

る 加 入 者 で こ の 制 度 に 20 年 以 上 継 続 し て 加 入 し て い る も の は 、 掛 

                   、 他 の 
金 の 納 付 を 要 し な い 。 こ の 場 合 に お い て    地 方 公 共 団 体 の 設 
                  他 の 

け る 共 済 制 度 に 加 入 し て い た 者 が 当 該 制 度 に お い て 年 金 支 給 の 対

象 と な っ て い る 者 に つ き 、 引 続 い て こ の 制 度 に 加 入 し た と き は 、

当 該 共 済 制 度 に お い て 引 続 い て い る 加 入 期 間 を こ の 制 度 の 加 入 期

間 と み な す 。 

３  第 ５ 条 の ３ 第 １ 項 
          の 規 定 に よ り 口 数 追 加 の 承 諾 を 得 た 者 （ 以 下 
４  前 条 第 ２ 項 

「 口 数 追 加 加 入 者 」 と い う 。） は 、 口 数 追 加 の 承 諾 を 得 た 日 の 属 

        
す る 月    か ら 口 数 追 加 加 入 者 と し て の 地 位 を 失 っ た 日 の 属 す 
   の 翌 月 

る 月 ま で 、 別 表 第 ２ に 定 め る 加 算 掛 金 を 毎 月 末 日 ま で に 第 １ 項 の 

                              
掛 金 に 併 せ て 本 市 に 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 

                      た だ し 、 第 １ 回 加 

                             
算 掛 金 に つ い て は 、 口 数 追 加 の 承 諾 を 得 た 日 の 属 す る 月 の 末 日 ま 

                  
で に 翌 月 分 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 

４ 
  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 65 歳 に 達 し た 日 以 後 最 初 に 到 来 す る 
５ 

口 数 追 加 の 承 諾 を 受 け た 日 の 年 単 位 の 応 当 日 に 達 し て い る 加 入 者

で 、 口 数 追 加 を 20 年 以 上 継 続 し て い る も の は 、 加 算 掛 金 の 納 付 を

要 し な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 口 数 追 加 を し て い た 期 間 の 算 定 に 

     第 ２ 項 後 段 
つ い て は 、      の 規 定 を 準 用 す る 。 

第 ３ 項 後 段 

（ 掛 金 の 減 免 ） 

第 ７ 条  市 長 は 、 加 入 者 が 生 活 困 難 又 は 災 害 等 に よ り 、 当 該 月 分 の 

   前 条 第 ３ 項 
掛 金 （      の 規 定 に よ り 納 付 し な け れ ば な ら な い 加 算 掛 金 
   前 条 第 ４ 項 

    次 条 第 １ 項 
を 含 む 。      を 除 き 、 以 下 同 じ 。） を 納 付 で き な い と 認 め 
    第 ８ 条 
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る と き は 、 別 表 第 ３ に 規 定 す る と こ ろ に よ り 、 掛 金 の 額 を 減 免 す

る こ と が で き る 。 た だ し 、 加 入 者 が 次 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合

は 、 こ の 限 り で な い 。 

  （ 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で 省 略 ） 

（ 年 金 の 給 付 ） 

         初 回 の              
第 ８ 条  加 入 者 が 、                掛 金 を 納 付 し 

第 ６ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 第 １ 回 

                              
た 日 

の 属 す る 月 の 翌 月 の 初 日 、 又 は 同 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 第 １ 

                            
以 後 に 死 亡 し 、 又 は 著 し い 

回 掛 金 を 納 付 し た 日 の 属 す る 月 の 初 日 

障 害 を 有 す る 状 態 と な っ た と き は 、 そ の 死 亡 し 、 又 は 著 し い 障 害 

                        と こ ろ に よ 
を 有 す る 状 態 と な っ た 日 の 属 す る 月 か ら 規 則 で 定 め る       
                        方 法 に よ り 

り 、 
年 金 受 給 予 定 者 に 月 額 20,000 円 の 年 金 を 支 給 す る 。 

  

   （ 第 ２ 項 省 略 ） 

３  前 ２ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 加 入 者 が 第 ６ 条 第 １ 項 及 び 第 ３ 項 
 

の 規 定 に よ り 納 付 す べ き 掛 金 を 納 付 し な い と き は 、 市 長 は 、 前 ２ 
 

項 に 規 定 す る 年 金 の 額 か ら 当 該 納 付 す べ き 掛 金 の 額 の 全 部 又 は 一 
 

部 を 差 し 引 い た 額 を 年 金 の 額 と す る こ と が で き る 。 
 

（ 年 金 管 理 者 ） 

                 前 条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 本 文 
第 ９ 条  加 入 者 は 、 年 金 受 給 予 定 者 が             の 
                 前 条 

規 定 に よ る 年 金 を 受 領 し 、 管 理 す る こ と が 困 難 で あ る と 認 め る と

き は 、 そ の 年 金 受 給 予 定 者 に 代 っ て 年 金 の 支 払 を 受 け 、 こ れ を 管

理 す る 者 （ 以 下 「 年 金 管 理 者 」 と い う 。） を あ ら か じ め 指 定 し な

け れ ば な ら な い 。 

  （ 第 ２ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 省 略 ） 

（ 年 金 の 支 給 停 止 ） 

第 10 条  年 金 受 給 権 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 当
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該 事 実 の 発 生 し た 日 の 属 す る 月 の 翌 月 か ら 、 そ の 事 実 の 消 滅 し た

日 の 属 す る 月 の 前 月 ま で の 間 、 年 金 の 支 給 を 停 止 す る 。 

（ 第 １ 号 省 略 ） 

   拘 禁 刑              そ の 
(2)            に 処 せ ら れ 、   執 行 を 受 け て い る と 

懲 役 ま た は 、 禁 固 の 刑       刑 の 

き 。 

（ 第 ３ 号 省 略 ） 

（ 弔 慰 金 の 給 付 ） 

第 13 条  （ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

                       第 ６ 条 第 ２ 項 後 
３  加 入 期 間 及 び 口 数 追 加 期 間 の 算 定 に つ い て は 、 

第 ６ 条 第 ３ 項 後 

 段 
の 規 定 を 準 用 す る 。 

段 

（ 脱 退 一 時 金 の 給 付 ） 

第 13 条 の ２  （ 第 １ 項 省 略 ） 

       
２      前 項 第 １ 号 の 規 定 に 該 当 す る 場 合 の 脱 退 一 時 金 の 額 は 
  加 入 者 が 

 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 加 入 期 間 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 と す る

 。 

   （ 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で 及 び 第 ３ 項 省 略 ） 

              
４               第 １ 項 第 ２ 号 の 規 定 に 該 当 す る 場 

加 入 者 又 は 口 数 追 加 加 入 者 が  

合 の 脱 退 一 時 金 の 額 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 加 入 期 間 又 は 口 数 追 加  

期 間 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 と す る 。  

  （ 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で 省 略 ）  

                       第 ６ 条 第 ２ 項 後  
５  加 入 期 間 及 び 口 数 追 加 期 間 の 算 定 に つ い て は 、 
                       第 ６ 条 第 ３ 項 後 

 段 
  の 規 定 を 準 用 す る 。 
 段 

 （ 加 入 者 の 年 齢 ） 
 （ 雑 則 ） 

加 入 者 の 年 齢 に つ い て は 、 年 度 （ 毎 年 ４ 月 １ 日 か ら 翌 年 ３ 
第 18 条   
    こ の 条 例 に お け る 年 齢 の 計 算 は 、 毎 年 ４ 月 １ 日 現 在 に お け 

月 31 日 ま で を い う 。） の 初 日 に お け る 年 齢 を 当 該 年 度 中 の 年 齢 と 
る 満 年 齢 で 行 な う も の と す る 。 

247



市第 130 号 

し て 取 り 扱 う 。 
 

    （ 第 ６ 条 第 １ 項 及 び 第 ３ 項 ） 
別 表 第 ２ 
    （ 第 ６ 条 第 １ 項 及 び 第 ４ 項 ） 

   （ 表 省 略 ） 
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